
理の枇傭病渡随の婁載

七
　
蠶
の
軟
化
病
豫
防
の
要
義

農
學
博
士
　
佐
藤
利
一

虫
耶

．1．i

豊
病
に
は
色
々
の
控
顆
が
あ
り
ま
す
が
、
其
被
事
の
瓢
に
於
て
は
、
今
日
所
謂
軟
化
病
と
構
す
る
諾
病
以
上
に

犬
き
い
も
抄
は
な
し
い
秒
で
あ
り
ま
す
。
烹
し
此
軟
化
病
は
共
吏
生
が
極
め
て
普
遍
的
で
、
到
る
魔
の
賽
窟
地
に

度
々
登
生
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
其
急
性
な
も
の
に
於
て
咤
通
常
豊
兄
の
囲
齢
以
後
、
殊
に
五
齢
の
盛
食
期
か
ら

末
期
に
懸
け
て
多
く
発
生
し
、
其
被
省
の
長
も
大
な
る
場
合
に
は
、
煤
に
一
二
日
に
し
て
仝
滅
す
る
と
云
ふ
や
う

な
惨
事
を
見
る
こ
と
が
抄
く
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
俗
に
五
日
胃
病
叉
は
六
日
目
病
と
云
ふ
や
う
な
の
は

是
で
あ
り
ま
す
。
五
齢
の
末
期
に
於
て
悪
鬼
の
殆
ど
金
滅
す
る
と
云
ふ
が
如
き
例
堕
今
日
に
．
於
て
は
他
の
諾

病
に
於
て
は
極
め
て
棟
に
亀
る
現
象
で
あ
り
ま
す
。
此
軟
化
病
は
蘭
に
急
性
の
も
の
の
み
な
ら
ず
、
慢
性
の
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
其
慢
性
な
る
も
の
は
悪
鬼
の
殆
ど
各
齢
に
亙
っ
て
丑
生
し
ま
し
て
、
嫡
豊
相
次
い
で
起
り
、
之

も
矢
張
り
被
宵
が
決
し
て
抄
く
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
二
三
年
郊
各
地
に
狛
獄
を
痛
め
て
居
る
新
の
茎
頭
痛
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纂演講畢科練1齪

ま之バし蟹　　　 類i隅張し　 もこと
すを少て蛆軟　　にげりて之最と稻゜狼テ而掩化　　依て一＝かもがす
何いりも多病　　 っあ舟支般ら重ある
故意ア屍化の　　 てる的的獄要りも
か義の腱性意　　　申通のののなまの
とにみが鎧義　　1上り軟性軟もすは
言解と軟蛆に　　げ最化質化の゜共
ふ羅限化病は　　や初病を病に斯一
ζすら腐各大＿　うにのも豫なか例
バる読燗種膿　　 と軟性蓮防っるで
ク場其すの贋軟　思化質べのでIVtあ
テ倉他る聖独化　ひ病をや要居態り

馨ブ箆総馨響憲゜嚢／k鐙撃充2』
生テ依構々り　義　　にふのfO　居れ
にりつで猫ま　　　軟こで話　 りか
依アてあ立す　　　化とあす　 まら
つの嚢るし゜ @　　病がりる　す又
て寄病とて其　　　の必まの　か蛾
起生すな居廣　　　種要すで　 らの
るにるする義　　　類で゜あ　髭時
鷲依場の特な　　　　鋸あ蓋り　病代
病つ合で性る　　　三るしま　氣に
はでもあをも　　　はか其す　 のも
多起含り有の　　　 病ら豫け　 豫此
くるまますは　　　徴で防れ　防軟
は鍵しする硬　　　鋸あ法ど　法化
共病め゜も化　　　　四りのも　の病
屍のてその病　　　 はま意」ξ　研は
燈総居れ以微　　　病す義豫　 究i著
が稻るT：外粒　　 、原゜を防　 はし
腐との9ilの子　　　　第ec徹法　　慧く
敗爲で病獄病　　　五順底を　病多
軟すあ原病膿　　　 豫序す話　 研く
化のりはで痢　　　防はるす　究爽
すでま敢あだ　　　法此に前　 の生
るあすへりに　　　の腱は提　 中す
かb°てま輝　　　　分に矢と　でる

一一 Q26＿＿



義要の防繰病化軟の頽

　意有と呼しアれ鑓すのて然學ら　義力云ぶなのか病゜名一Ai．，齎で
　　になふのい作らの例前張鷲はあ
　適學例は騨i用N屍へをりの之り
　　用読は愛もに独艘賦以慧細をま
　　しで比當あ瞬いよ獄ての菌更需
　　ては較でるせ意りの獄屍病に
　　差あ的あのし味もバの膿の狼そ
　　支りにりでめの硬クバが申義う
一N @へま勘まあて軟性テク軟ににし
回　なせく）せり居化なリテ化に解て
軟　いぬ叉ぬまる病もアリ腐麓繹通

の　の髄病もれあは在に氣す器て病
種　でに原・ミでり通すはのか關軍と
類　あ於をク巌ま常る病全ら係に・K4
　　りてパテ格す膿か慧部共の鑑す
　　ま軟クリなか病らのを解ものる
　　す化テア意らをで屍呼繹の溝場
　　゜病リの味慧含あ腿ぶは以化合
　　　とア寄にのまりがと独外器に
　　　云に生於細しま硬潰義の關は
　　　ふ脇にて菌めす化ふにも係独
　　　名せ依興病な゜すご失ρの儀
　　　前しつ叢はい但るとし帥細に
　　　をめての通けしもにてち菌解
　　　以て起バ俗れ硬のは居敗病羅
　　　て居るク的ど化が甚り血をし
　　’慧る獄テのも病あだま症軟て
」　　のの病り軟膿はり不すの化居
　　　細はでア化病例ま合゜如病り
　　　菌少其の病の外し理以きとま
　　　病く屍病の病で薫な上もし充
　　　でと腸氣意原あ共場ののて
　　　あもがを義をの屍合如も居け
　　　る今硬軟とバま膣もく、ありれ
　　　と日化化はクすはあ軟りまど
　　　iiiil尚す病一テ゜他り化ますも
　　　　　　　　　　　　　　o　　

　・

　　　ふほると致リそのま．病し或
一227一



　　　　　　　　　　集演講畢科緯翻．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一陶

軟璽る呼をで潟し等俗のはての種

難萎婁lll羅蕪藝髪言垂

璽る寛1卒し倒童がり譜六がて確軟

液名ふ日賢1ふま゜部うも頭微せて
の附の「ti三是のす縮分なの病をぬ個
中け興病郎はは゜小がもを縮持け々
姿て赤等氏病最起病El・の含小つれの
ノ’あい峨の原も縮は透もめ病てど名，

をのもれと菌の％小色は蛾にしも幾

tS
一一一・－t Q28一



　　　　　　　　　　　　　t義要の防豫病化軟の獄　　　　　　　　　　　　　　　　　　z”　　，

て中　　　でにととりあで居の持成
居に次　　、あ分がしまるある中つす
轟毯義　茎箕暴義需璽茎蓉災患蓉
鍔／；努　需（雇）智醤禦雪需蒙墾姦題

に病診　　乙麗との猫豪そく、居｛t‘る
磐讐讐　叢霧塁篁モ需墾姦呈蓼8
職も資三　血食のすて只此血需中で
必のす　　症管でる居此等症　にあ
S“がる　軟　で内あ部る薩のは叉はり

一す病　の　する゜及有俗r」n名化種爾
のけ徴病。細2ilぴす的にの病の其
病れに徴　　菌ち豫ぺには軟にも他
原ど就　　　．繁甲防き軟病化於のに
菌もて　　　殖は上軟化原病てもも
を或胎　　　 を漕の化病菌と匿あ色
持…4寺言舌　　　 主イヒ方病とが1司欝1り・々
つ殊致　　　 因器面に呼爾一見まの
てのし　　　 と關か果ぶ方の時す名
居もま　　　す係らしもに病代゜稻
るのす　　　 るの分ての跨原及例、が
とを　゜　　　　も軟類幾sっ菌びへあ
限除今　　　 の化す種名たを蜥ぽる
らく日　　　其病る類稻り持時大の
なの俗　　　仁）でとあを三つ代森で’
い外に　　　 はあ吏る掲方てと順あ．
かは軟　　　細りのかげに居同遭り
ら略化　　　菌ま二と旋跨る一博ま
病k病　　　憲し種云にっ．場の士す
原同と．　　素環三ふ過た合病はカ1菌　　　じ　　　as　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　之　　　類　　　～二　　　ぎ　　　 リ　　　カえ　　　原　　　卒　　　エLヒ

と病す　　　，依をにとなす勘菌倒等
相徴る　　　る更分はbるくを病の
封をも　　　　中にけ別の場な持を名
照持の　　　潔二る間で合いつ潟稻
しつS　　　症つこ題あも。のて病を
＿229v．一一一



集演講學科練獄

てk當之　　　蛾軟きる病ば　　　にて
も着ll寺を次　と化はもと塞幼　就病
違色1些meに　の病そ一の稔頭ff。　で徴
ひの一別膿　時にれがす病時　遠を
ま慶般す色　代見で邸るの代　べ述
≒蓬麓塗£振蕩脅皇告響纂智宏
誕学漿姦畠綾需孕霧多筆9．患芸
鴛蓼塁罷墓。髭9．菱呈溶塁盤イきき

塗窪蓼霧整wa鷲1漿一％£曹鶏髄霧嶽

がうれれ艘　明化麺が3ζそ至　　の
早にどどの　か病じ禰身れ第　　で
くなも職色　 でにな々能iと三　　 あ

なり其艶鷹　あ於い硬全は膿　　り
りま後死ee　りてで直部反節　　ま
ま需暫後死　まは発しが封の　　す
需　くに前，せ一れて縮に漫　　　・
然癒管馨振発整薯纏字髭羅　暫
しに三々各　u身のするのに　　は
大於藩特軟　　膿がるも細膨　　圭
抵け色徴化　　のあものく大　　と
はるしを病　　機IPのがなす　　し
麗藩始王見翻　　育まがあるる　　て
れ色酸しの　　がすありの愚　　概
ての時ま間　　悪゜りまもの　　括
か警間需に　　く之ますあが　　的
ら行の　大　　あはす゜りあ　　に
肇箔慧砦嚢　呈i葦禁享墨　整
蒔落異勢登　％讐Xll奮芝需　蓼
闇依にas－ZE　　踊性の稻は例　　病
乃つ段死に　　との如す潟へ　　徴

・・一一一 Q30、＿



義要の防豫病イヒltlkの醤翼

あでの共場云り種ちれに1れ從いし至
りあ尾場合ふま類最ど中ど來のて数
享鑑謹劣簾皇充窪黎美浜姦羨£㌘臨
゜し他前多身そつ色部其化慧りだで
さての後く一れたど分驚病のまけ蒲
う友部には様か色激の死の着1で色
し色位驚発にらに時軟當病色　あを
てがよ色鷲漕最攣間化時微のそり始
蕾お1姦窮箏謬隼逢糖窪t撰塁廃竺
顔た多め四、る蒲る一於をてを膿　甕
轟馨雀途窒蓉募妄是蕉唇援馨象考奪
色もがに第ζ慧ふ過或保めす最し大
等の淡は六翻骨豊こし一つてるもて饗
のがい全艦禮のとた定て特こ其数が
色最場身節の部は後の居徴と特日定
はも合略の或位少の順つのは徴後ま
更多がk漫一にく．膿序てあ研！に1）．
にく多同か局就大色を数る究不は＃：
黒其い様ら部て抵と以日も者す逮後
味他のの藩かはははて間のにのにの
を褐で膿色ら郎同同其殆で簿嫉装攣
帯色あ色し着’ちじじ着どあ閑獄着化
び爺りを始色何種で色鍵りに児色と
て色ま有めし虚類なを色ま附のの去
居級すする始かのい蓮し需せ驚特ふ
る色Qるのめら色のめな　 ら死色も
場汐1膿やでる最のが℃い此れ後をの
合費色うあ場初濃常行や病てr－L失ぱ，
が色のtzり合に度でくう獄贋二ふ少
多淡種なまと色をあもなのつ日やく、
い費類りすあが異りのも着た以う多
の色はま　゜り着にまでの色の内vaく
でボ黒すさまきすすあものででなは
あ麺又゜うす始る゜りあ模あある唯
り色は但し゜めも但まり檬りり場黒
ま等次して後るのしすまをまま合味
％色黒麗共者かで杢゜す見す鬼がを
　k色艘後のとあ然帥けるけ　脅増
一一
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集演講學零卜練濁：
lP”，”IM”°d－”mU－

糞軟　9P吐概も　　別淡的いけす叉
に化　ち汗しの次　がい淡のれ゜此

霞昌窺倉獅需ハ緯距鵜鑑
騰糞象簿辮吐鍵襲磐殿箆

のの @　れ多もに　時黒明云現り日3ζな　　か量の依　 代色かふれはで竺1・”，　　らの・つ　にをにとま租身

勅　㍊躁綾孝嘉ギ臭馨，
主と　　汁をも多　別るすれ色型表

、やを　　にのにひ　難なと全色の斑

もる　　少りのけ　りに來で1腰い現
貧も　　相ま相れ　 まなまあ褐のす

りあ　　あそあ汗　　す此色場あが

　　　　　　　　　　　　一＿232＿＿＿＿



義要の防豫病化軟の獄

獄’ tにしすの　　 握病　　 もに叉其・
のが大たる度次　　るee本　　多少汚中
屍流差もとをは　力は病　少、く、汁柔
艘れがの共旺屍　 も動鑓　 相瀕をら
よ出現はに別膿　失作の　 違死排か
りすれ屍或すの　 せが食　 し前泄な
もとま艘種る硬　　て不慾　　ま後すも
却云すの類こ軟　蜷活は　 すにるの
つふ゜硬のとで　れ渡一　　 排こに
てやL・P度バにあ　ると般　　泄転於
硬うちをク共リへのなにホ　 せがて
いな其櫓テ聞ま　でる減　　 らあは
と非或すりにす屍あ場退食　 れり珠
云常もとア大゜髄り合し慾　　るま藪
ふにの云の差此のまがて及　　こ究の
や柔はふ寄が病硬．す多病び　 と　や
うら鎧や生な黛軟゜く勢暴　 が此う
なか艘うしいの　　艦が動　多汚に
もなのなたか生　　　力藻　　　い汁糞
のも組具もらき　　がれ　　 のは塊
がの織合の困て　　　段ば　　　で概が
あががには難居　　 k全　　 あし蓮
るあ塗な屍でる　　嚢く　　　りて結
のりくり艦あ中　　へ食　　 ま暗し
£畿罷芒譲呈暑　芒窪　％墾恵
りもして度す生　　てい　　此乃る
まのて艶を゜細　　遽や　　等至も
すはし死壇け菌　　 にう　　の黒の
゜反ま後しれの　　 ぱに　　 性色を
叉封つ一交ど種　　瀞な　　質で嚢
此にて日他も類　　止り　　はあ見
等硬自位の病に　　　のま　　　病りす
の化　ら経バ鑓’依　　　　櫃す　　　　獄　ま　る
中病皮過クのつ・　　態゜　　のしこ
間以膚しテ死て　　とそ　　個天葺
の外がまリ後簸　　　なれ　　　膿Ptが
もの破すア時艦　　 り、か　　 に最あ

・－ Q33－一



集演講攣科練獄　、

鑓過鎧　軟縮彼り　　とも　　り『
mpにの以化小のま次　とあ軟　ま
内於治」モ病病五すは　がり化　す
teて化諸のな齢゜経　出ま病　　。
同は器項維ど期之過’ ﾒす鎧時爾關目過はにはで　　る　゜の
に者係がを通濃主あ　　のt：屍
1獲のの綜早常生とり　で奥艘
育間軟合か優すしま　 あ氣は
繁に化しら性るてす　 りは蜷
殖大病てしで五寄゜夢ま軟死ト
し差と或めあIEI生軟　す化鍛
たの敗一るり口細化経゜病時屍
場あ血種もま痢菌病　　 の，闇髄
合る症ののし六のに過　種後の
に場と軟で竃日種は　　類か臭
は食の化あ或rd類Pt　　vaら氣
自が間病り場耀並経　　 依一・

らあにのま合共に過　　つ種
其り病病すに他温の　　ての
病ま徴徴゜於卒度急　　違悪
tl　Sg窪晟叢媛窩簑　禁萎
攣爾のす　亜軟低も　　あ放
化二なtl　急化にの　　　りち
が種いの　性病依優　　　まま
あ文場で　のとつ性　　すす
りは合あ　　こ稻てな　　　か　゜
まそがり　とす差も　　ら但
すれ多ま　 もるをの　　 夷し
゜以いす　 あも生交　　張殆
　上のカ1　りのす共　　　りど
　ので同　まはる中　　一悪
　バあ一　す前も聞　　種奥　クりの　　゜者のの　　　のを
　テま病　盗にでも　　特放
　リす原　慶鵬あの　　徴た　　o　　．　ア　菌　は隔り等　　とな
　が但な　高察ま色　　…欝い
　同しら　 温頭す・々　　 イ故も

　じ経嘆　が痢゜あ　　すの
．　一一…　234　　　・一



義要の防豫病化軟のi瞭

　が，の　を之一数ひれ　　 て

　あ歌螺纒を致のまの漕　 話次
　り態のめ比し人す病化　 しは
　まの消て較なkけ原器　　fe病
　す下食御研いにれに關　 V・原

　゜に管紹究貼依ど就係　 とに
　其最内介すもつもての　思就
　一もにしるあて墨先軟　 ひて
　つ　　多　 方急　　た　　こ　　　り　　研　　勿胃　　づ　　イヒ　　　　　　ま　　お

　はくけいとま究的te病甲究話四
イ生磯るとはすせの話のの　 致

　理生バ思最゜ら研致中一　 し軟

病麦でのりt態るら此消内　病病
：編曹鑑享芸£雲染蒙纂纂整原
　菌まを゜ありあのは内け　就
　療慕妻呈享塾鋳雰奏論渥
　馨砦農落宅％‡票窒蘂窪
　あ面因　れ礎け八らバ殖　掲

　・る軟　に究冥後てアと　龍
　　病化　 はの病で居のす
　　原病　　時結原あり繁る　　私
　　読は　間果．にりた殖も　の
　　tc翻　のを關まもをの　金
　　は児　 關詳ししの主、　類
　　次時　係して竃に因　　法
　　の代　 ．上くは爾相と　　　の
　　やに　 其述學i來違す　・　順
　　う於　 要べ説今なる　　 序

　　なで　 貼まが日いも　　　を
　　も自　のしま迄と璽　　遜
　　の然　 みてだ多思そ　．　う
　　　　　　、
，一．＿
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集演講學科孫誠．－1－”－”一’”－・’一・・一・・ma

　のe森原　特原居　　多にりクの
　婁纏禦灘票縦羅芒す盃蔭

　プリ彦氣垂胆　原まア　鐵不要をる病

　やがののts2　衷に成細す依もい原の
　う［分でで恰　細はす菌゜つesも因lle

　Q多需一A“人　訟膿読　く病機りの中
・ハ数　ふ類　で次で　とが生ま生に
　ぞ『け論に　あのあ　もpaのす理於
　「　触で於　りやり　此り誘゜的け
　り1どあて　まうま　論得因此方る
　アア霞リチ　すなす　はるを読面温
　はリ今まブ　゜種’　今も成はの漁
　まア日1ス　・類此　日のし最映度

　見験軟代チ　　の今　なるる起va係
　しに化表ブ　　が日　學かもっす塞
　な供病的ス　　あの　読どのたる氣
　lOしのなを　　り軟　にうで所のの
　のた特も起　　ま化。　はかあので流
　で結殊のす　　す病　なとb軟あ通
　あ果病はや　　゜の　つ雲ま化り薬
　りに原パう　　ep定　でふす病まの
　ま依菌スt・．　　ち義　居e°のし性
　寛りとト或　　特に　りとけ病て質

一236　一＿



義要の防豫病イ七軟の澱

に飼で試多ぼすをで　不翻アすそ売
’較育あ験い同゜用あ之定児を゜れ輩
べ法り及焚檬そゐりは細tc慧自か諸
てをまび病にれてま特菌食兇分ら氏
は施すバ率なか慧す別病下にの試が
不し゜クをっら兇゜の原せ食實験何
自たけテ示て文に澤病設しべ瞼に故
然結れりし居r共封村原　　めさに供に
な果どアてり外し氏細　たせ依し特
方にもの居まvaでは菌　　場てり潅殊
法な面浮砂す大接嘗の　合もま鍛細
でつ氏淋ま゜膓種つ存　 に健す兇菌
あたの液す但菌試て在　獲康ζの病
りか定の゜し枯瞼桑を　病な最艦原
まも温肛澤庇草をの認　 す叢も質読
す知器門村の菌行葉め　るで自等を
゜れ内注氏試碕ひかな　 ごは然に1囑
随なに射は験数まらい　 と磯的關へ
つい於法主で種し分設　が病な係た
て゜ ｯ等とはのた離で　あす接しの
同そるのし蒸バ所しあ　るる種まで
筑れ慧試て溜クがたり　にこ洗しあ
のか兇験撮水テ総所ま　過とEPてら
不らの成氏をリベのし　ぎがち斯う
定R高績二接アて＋環　　なな添かか
細同温か十種を例種其　 いく、食ると
菌氏飼ら七し加外類代　 の唯接墨云
読の育斯度たへなの表　　で健種設ふ
にバとうの所でくバ的　 あ康法をと、
もク云云定の接病クの　 り歌で生そ
容テふふ温鷹種原テも　　ま態はむれ
易りもや器に試性リの　すの非には
にアのう内於瞼をアは　 ゜良常至病
賛のがなにてを示の澤　　　くにつ原
成注歳結於も行し中村　　な多た菌
す射は『 _け夷つた九薦　　 い量も’の
る法非にる張たの種博　　 となの接
こは街遽添り結で類士　　思バと種
と添生し食か果あのの　　はク信の
は食的陀接なもりもも　　れテじ方出法のの種り略まのの　　るりま洗

＿237一
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　　ク　7e　爽　る　自　内　1に　ま1あ　關　今　’・折　來

　i其テ場病バ身に一しb・し日1然衷な
　試リ合しクの於致でまて最ち細い
　験アにたテ髄けしはす凝も’ぱ・菌の
　法を畿こり質るな試けを議xe病で
　及添病とアにバい験れ挿論の原あ
　び食1しが添依ク’とのどむの瀞観妙
　試Lせたな食るテと接も蝕・あイヒ　．ま
　験しにい試所りが種翻地ゐ器す
一一・」一

ﾌめ過の験がアあ法のが駈關　　゜
　域たぎでに最のるが溝一甚で係
試績場なあ於も稜の逮食だあの
　　A験は゜い1りて’大育鷹へ管少り軟
方・此でのまはでに自ば内くま化
法塵あです健あ最分勿に証す病
　にりあ』°康るもの論於が゜に
　tra・まゆ唯なか關年のけ試次封
　げ需ま多鐡ら係來とる駒にし・
　て　す少児でがのとバし述て　　　o　　　　　　　　　　　　　　　

も

　あ　　健にああ實縦クてべは
　り　＝lrk，．康於1りる験令テ喝るど
　ま　’i著歌て・まのに同リ略細う
　す　 し態はす嘆徴一アぼ菌云　゜　　“い　の　卒　　゜　バ　’し　1の　1の　同　潔　露偽

　　　例不倒自クて凝繁様素風
　　　』は良菌分テ明’種殖の・にに
　　　卒噛懸の1がりか法を試依解
　　　倒あ憲過アでを主験る｝繹
　　　薗　る　素　去　の　　あ　施　な　成　中　し・　　・

　　　簸と中十種ゆ、しる1績潔た
　　　菌．認憲’ij類まま原を・：tiiTEち
　　　線め症年のすし因暴・及宜
　　　膿た以ば湘　゜てとげr，“’い
　　　’菌獄外か違i蔽もす得敗の
　　　の兜ICりよし試るる血で
　　　批に於の・り慧鹸軟性症、あ
　　　三食て試は兜成化質’はら　　　　　　　た　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
　　　種下は験寧の績病の典う
　’　　類せ確・にろ漕がにも病か
　　　のし實於鍛食容あの原乏
　　　バめにけ兇管易りでにが

　nリヨthm DL｝」一



議翼の防豫病化軟の魏
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集演講i雛科i孫翻

　したそてパをを思同と黛依六、常三と
　て場れ二1同加此年共がり乃用日書
　居合よ十セ様へ添七に嫌ま至の目h
　りにリパンのな食月嚥つす九添にて
　まはも　IE方い試二下てとセ食試あ　“％甲すセ乙法も験＋し食力こン法験る
　　のつンvaでO．　va九まべなチ．は開の
　帥場と1、於桑そ於日す．なり弔○始は
　ち合多卒てにれてに　゜い澤方六の二
　此はく倒十塗か標姑此と山のパも化
　試七な菌パリ、ら準め試云の桑1の性
　駿実り添！そ食硬た験ふバのセで慶
　に乙ま食セれ盤とのをやク藥ンあ門　於の　し　は　ン　を水食で　し　う　テ　に　5　り’五

　て場で甲lx慧添鷹あたなリ塗のま齢
　燐合甲に食，に食水りのとア抹生す初
　標もの於1鞭食硬添まはとをし理゜日
　護享tL，互肇絵芸蓋1勇套蓋毒饗藍無
　及パは十添たふと試百く、す常盤法験
　び1六パ食ののを験二如る＋水は開
　食セt；1せ’で嘆別の十何こ頭に常始
　臨ン乙セしあバに成二なとの一用の
　水トのンめリク設績年るカミ鎧白添も
　添で場へたまテけは七種嵩兇金食の，
　食あ合乙もすりま斯月’類來に耳法で
　置りはにの゜アしう二のま食のとビ
　にま四於は畿のた巽十バすはバ簡乏
　於し十て甲病添力1ふ一クカミせク輩．書
　て質パートに率食標風日テバるテにい．
　各此1パ於は法準ににリクのリ此た
　々塵セ1て標に旺な甲アテでア虚も
　十がンセ十準用はつののりあをにの
hパ最1～ン．パ匠ゐ何て試場アb浮書は
　1高線ト、1がtcも居験合のま游ぎニ
　セの膿購セ甲生人りをで種すせま化
　ン磯菌菌ンに理工ま開も類゜しし性
　ト病をのへ於的的す始厭に此めた白
　乃率食場乙質食の2しは依方ぞカミ露
　至をは合に二盤虚表乙すつ法れ私五
二示せは於＋水理参は桑てにをの齢

一一＿
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義要の防豫病化軟の憲

がたとの培ふ叉　 てるの相る”i差あ十
其の其病養とは爾此と消違場をゆパ
後で病菌基と数叢軟云食が合生ま1
には原ででで十に化ふ管あもじすセ
於あ性あ何あ回一病こ内るあてがン
　　　　　　　　　　　　　　ねてるがる回り以つのとにとる居爾ト
病ま減厨もま上考維は磯云のり斯の
原いすの繰すもへ過考育ふで鼠う病性かるチ返゜人なにへ繁こあす云獄
を゜のプし卒コニけ勘る殖とり゜ふを
失詰でス培倒培れかこしをま帥例獲
っりあ菌養菌養ばらとた認すちは生
た病りなしはをなすが場め゜全他しs
の原まどま一繰ら速出合な之くにた
で菌すもす種返ぬい來にけに嚢もる
は焚゜同とのさご邊な如れ依病二健
な見さ様其毒れといい何ばつし三康
1い者うに憲素る嫉ののななてなあ歌
かが云我素をこ既差でる’ら見い！1）態
と最ふ々の分とにがあ種ねまこまの
云初やが生泌に焚あり類とすとし不
ふ取う實産し依表るまの思とがで良　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　

カ

疑扱な験量まつせかすバひ其あバな
がつ關室が1すてらら゜クま畿リク場
あた係に段が或れで何テす病まテ合
る頃で於k趾はたあとリ　゜はすりで
こは特て減菌病所りなアそバしアあ
　　　　　　　　　　　　　もと特殊何じを原のまれもれク文をり
で殊細回て我性所すば同かテ磯添ま
あの菌も参kを謂゜寄一一らり病食す
り病病人りが減獄　生程文ア議せ゜
ま原原工ま實す病　 細度バののし之
す菌論増す駒るk　菌のク種かめは゜とと養゜室の原　　の有テ類なた一
此認云基そにで菌　種害リにり場例
バめふをれ於は是　類度ア依多合を
ク得も通かてなが　にをがつくに示
テペQ過ら寒い撒　 依持既てな獲し
りきがさ叉天か回　 りつに大つ病た
アも出ぜ人鼎と以　 まて獄小て輩の
のの來る間面云上　 し居児の居にで
一一 Q4茎…一一



礁演講哩撃濯卜懸醸

ル依等　 るうで表でテでどまの生病力り獄然所なあせ蚕りあもすバ麿1原
　リま懸らが状るらくアリ病゜クトす性
度す學ば最感とれ不のま原果テるのがζ校付もに緬た審接’す菌しりも程
張胃の故大な菌如に種゜のてアの度
い液立にでつ憲何堪法け獲人のにを
との岩健あて素なへのれ見工病於知
云ア教康る居のるな相ど者増原てる
ふル授のとり申種い遽もと養性はと
のカが難云ま潔類とそ之我にに上L）云

eでリ胃がふす症の云れを々依就較ふ
あ度液或こ　゜以バA5か仔とって的こ
りののバと帥外クもら細のては容と
ま張アクがちにテの試に聞共其易は
寵いルテ分獄於りぱ験親に病程tくヲ1三

　ほカリるのてア稀に察於原度共常
同どリアの消はをで供しけ性を遜に
楼諾蒙婁駆縦難脅髪覧熟窮欝誇羅
五力ら殖り關例にま慧ま験めず生な
齢が興をま係外添す兇すのkる魔こ
の強原許すのな食゜めと域もと量と
EP，く因さ　゜軟くせ之健姉績の云をで
児あをな　化獲しを康様にでふ測あ
をり研い　病病め要度な於あ～：るb
肚ま究か　のをてすの逮てるとこま
ゐししと　　獲見もる相ひ病かはと．す
で頂て言　生る君に違を原1ど容が゜
興そ居ぴ　嘆もし将と來性う易出卒
胃れりま　魏の試來云しのかな來倒
液がます　兇が験はふた逮ばこる菌
の健すと　　のなに分こ原ふ不とのゐ
ア康゜乏　健い供りと因も明ででや
ルの其に　康とすまにはのではあう
力醗研就，　状言るせ蹄選があなりに
リ・児究て　態つ獄ぬすと勘りいま澤
度にの東　 にて兇カミベしくまのす山
を於鞘京　關宜が從きてなすでが毒
調て果の　係い健來もバいけあ其素
ベァに高　 すや康磯のクのれり他を

一一一 y42－一一



義要の防豫・病化軟の獄

管礎本軟　て軟せと欧減’t・s殖て是ま
内とつ化獄病化たが血すてし居はし
にして病のi氣病もあ液るは易わ五た
獲て居に、消がののりのとまいま齢所
育殆り於化起非にま電云だとすのが
繁どまて器る常較す導ふ十添・°盛誠
殖総せ峡關とにベカミ度ζ分ふけ食齢
すてぬ少係云澤て此がと研とれ期の
るのかくのふ山悪時矢は究とど頃三
ババらと軟風磯い窓張面がはもに日　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い

クク特も化に生影矢り白幽分同起周
テテ殊今病考す響張違b來る氏る画
リリ細日にへるが！1）ふ現てのの軟日
アァ菌迄謝ろ五あ五の象居で試化目
はを病嚢すご齢つ齢ででなあ験病頃
些難原表るとめたのああいりのがに
種の論せ私が三の三りりのま結非其
類病をらの出日で日ままです果常ア
に原認れ病來目あ葎1すしあがでにル
或堕めた原る西り西゜鷹り翼は数7・・
程幌る筋L読の日ま臼3ζ尚まア胃量り
度すと謂はで目す同自此すル液に度
まる’と病折あ頃゜頃分時゜カの於が
でeが原衷のに斯にが期五リアて其
制・と出，細細ま兎う出嘗に齢慶ル多前
1限も來菌菌すに云血つ於のがカい後
が禺なと病゜角やさてて三何りとに
あ來い云原　 身うせ翻バ日に度云比
りなとふ設　膿なた児木目俵のふし
まV・同もで　　の關もの誠西っ小一一て
しの時のあ・揖係のIU政日てなつ少
環でににり　抗がが血博同下るのし
総あ文i尉ま　 力あ其の士頃る時原く
べり澤しす　がり他影のにかに因弱
てま村て゜・減まの響研此とバでる
の需氏陽溝　　qす時を究アXクあご
種　の性化　 そか期試にルふデちと
獺鎧實の器　1れらに験依力eりうが
のの瞼結關　 に夷出しリリとアとあ
バ消を果係　 依張血たま度にが言る
ク食基がの　　っりさeすが就繁つ　゜

・一＿一＿． Q43＿．＿



集演講撃科采糸翼

鐵そT’至卒あのをかは　　甚す至テ
回れもら倒り申形ら獄次　だ゜つリ
卒か添な菌まに成千兇に　多病たア
倒ら食いはし発し賀に細　い原後が
菌’YI法も嘗て死た崎郵菌　の菌に繁
をにでのっ其せ7Xr義し潔　での於殖
磯卒獄とて他しの香て素　 あ覆けす見倒兇考はのめ寒博強の　　b類るる
し菌をへ寒菌る天士毒中　まは有も
まと整ら天種毒斜のな毒甲す桿害の
し類すれ培の力面類る症吻゜」fk作で
天似こて養もを上似一で二　菌用は
添のと居数の持の卒種あ　　　のにな
璽毒のつ日でつ培倒のり細　tもい
踏謬暴秀蟹黎愚欝勢留享墓玄ジ｛
義醤慈霧讐茎薯暴智茎、羨誇セ’b一墾

みEP度りも塵ののは産化中　 まアら
左ち2まのすで葉9Pす病潔　すの又

矢卒を干けのま抹での艦　　　れにバ
張倒生賀れはすしあが内　　か依ク
2菌産崎嫉ま゜てりあに　　 らつテ
増をす氏鐙だ此鷲まり現　　球てリ
養嚢るは免焚等兇すまれ　　 炊或ア
ー見卒寒を見のに゜する　　菌程が
甕し倒天発さバrY4此゜こ　　の度鑑
夜た菌斜すれクへ等石と　　この児
以の株面程てテまの渡の　　・と差の
内でを培度居リすバ繁あ　　もを溝
であ獲養のリアe．ク胤る　　あ生食
添り、見一毒まは獄テ博バ　　リす管
食まし鑑力せ敦児り士ク　　まる内
法％て夜をV｝れをアのテ　　しかに
轟自唇拷器石論t競衡5J　巽2．舞．
児分まのす渡歌短に菌の　　種あす
をも需もる氏菌時毒ぞ中　　類りる
発亦　 のにので聞素れに　　 はまに
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義要の防豫病化軟の獄

でで其含のすし畿て此蜷と嚢すあ次　 あ翼ま焚゜た病細中れ翻育声
りに　 り儒れのぞバ當菌憲て兇中と

　　　　　しま敗　 まのぞ中れク時濠症しのにの
し血　 す厨れ憲かテの素はま漕毒出
て症　 ゜はをでらり病の翻ふ食素來
疲の　　　ま鎧あ東ア獄中児の管をる
血病　　 だ兇る京がを潔ので内生1毒，
性原　　疑がと高多直症健あに趨素・
細に乙　問桑爲等くぐで康砂於すの
菌就　　でとし獄繁にあとまける生顧のて敏　 あ共子綜殖解る否するも産
・病申血　りにき學し剖かと゜其の量
原上症　 ま食む校てしどに其バでを
性げ　　す下しの居てうは中クあ有　　　　　　　はま　　がすに岩ら見か關毒テリす
　　　　　此す　　果る一淵なてと係のりまる三゜ @　し爲種教い清云な激アし菌
時獄　　　てにのff場食ふく烈の夙株
代の　　さ糞毒は合管こ起な繁既を
　　　　　　　bに敗　　 う詰素難に二内とる場殖に二三
共血　　で病形のはにをも合と形回
通症　　あが成糞申於鑑のには成畿
では　　る起菌詰毒け別では關ぜ見
あ幼　　 とるが病症るすあ食係らし
り轟　　すの寄のでバるり下なれてま痛　　れで生原あラのま後く、た居
す及　　ぱあ繁因るテはす僅獄所り゜び．　 そる殖をとリ比゜に兇のま・
そ蛾　　れとし桑云ア較添一は毒すれの　　 は稜まのふを的食二之i素゜
で三　　細表し害こ検容接時がを此
獄時　　菌して轟と査易種間爲襯等
兇代　　毒て其でがしに法でに兇の
のに　　素居濠あ分ま出に翻中にバ
敗爽　　 にり素るるしi來於児憲食ク
血病　　　依まが　゜のてまてが症ベテ

　　　　　　　ヨ　　　　　　　
じ

症す　　るす糞すでます病驚をさり
をる　　中゜のきあだ゜麓れ起せア
起も　　1護然中むり接即をましまはさの　　症しにL！：ま種ち見兎てす其
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集演講遇科懸駿

症る・eeに唖漕がし附に域び生敗敗し
を罹兇此蛾し附℃着附績踊し血血め
1聾鹿丞種のた齎バが着にのま症性る

るy？．のバにが場り時すまにれさ菌バ

が身のり性には附多傷罐較直るしり
あ髄表アのな殆着くの兜的然もてア

需面鑓種テし病翫すit輔な態あ性及

アらク獲てにりこ率に度でも如しも
りなテ病居濃まとがバにあ多くて病
アくりしる病すが小ク負りく獄飴原

のがにの負すは傷れ場性の時錨健を，
狸鑓に表傷゜傷一ど合の傷代蛎康り
液wa縦皮しそU書い・バ・で及度ま
を内令傳まれに夜負最ク億あびにす
蜥に我染すかバ後傷もテ染りJgkは，°
父侵々試渠らクに後多リ試まの關そ
催入の駿負文テバ数くア験し三係．う
繭し氣に傷既リク時嚢がをて時なし
のて附於後にアテ間病共し罎代くて

一246－一一．



義野の防豫病化’軟の、me

　症即　　　でア鱗接は蛍どすのに
　　のち次　　あのべ働通1す全る浮塗
　　三鎧に　　る種てず常゜身カミ淋抹
　っの豫　　 場類此れ敗その又液し
　　に消防　　　合に億ぱ血牝表ぱをて
　分食法　　　が依染多性で而啖身爽
　　け管lc　　　多つa一くの此か霧eCi蛾
　　て内就　　 いて援のバ病らののさ
　　申にて　　　の違け傳ク菌此状表ぜn
＿上於申　五　でぴる染テの病態面る

　’げけ上　　 あがこをリ附菌ににと1
翻まるげ軟　りあと見ζ着のし塗敗
兇す細ま化　まりがる汐・し侵て抹血

食　殖便　の　　゜にあしる許のea｛獲
管　を宜豫　　敗大りて手す衷勿生
内主上防　血きま傅指も面論がに　因軟法　　性い需染でのにの悲

L於　　と化　　　　細の　　源蛾で撒こ常
、け　す病　　　歯でさをのあ布ζに
　る　るを　　　のあう爲翅りし箪多
細　軟先　　　種りしすをまてにい
菌化に　 類まても捉しもバの
簾濡姦　簿需欝零婁羨査多9

　を　菌し　　　歌此蛾あすの’多リり
主　潔た　　　 菌等はりと部数アま
因　素三　　　）・」ミの活ま獲分のの究

　と　 につ　　　 歌i菱動す病か艘含
す　依に　　　菌皮性かしら病有蛾

　る　る分　　　　等asで墜まもが液の’t
軟　 中け　　　 で染あ健需侵あを1曝
化　　憲て　　　　あのる康　　入り身代
病　韓お　　　り：多たな此葬ま膿に
の　ぞ話　　　 ま少め蛾病許すのは
豫　れ致　　　 すはにが蛾す゜表敗
防　かし　　　がバ雌此のの蛾面血
法　 らま　　　桿クの病鱗で腿に性

　　敗畠す　　　　歌テ蛾蛾可毛あは滴細
　　血゜　　　菌IJ’にとにり殆下菌
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集演誌學科綜獄

まののる原す中其　 關獄ばなは既
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義要の防豫病牝軟の慮

　すの保’を無一家度のこ逸方　 はあま
　る取護鑓理代のをもとげ法次一、りす
　場扱催種な交徳知のがた如に暦まか
　合ぴ青に不配義るは出も何獄強すら　蝕に法施合種心e、選來のに種健　゜成
　にも等す理をにと繭まで依での殊る
　催亦の場な作悪がをすなりあもにべ
　青＋方合庭るへ出良．°くまりの夏く
　卵分法に遣爲な來く繭てしまで秋髄
　叉淀をもをにくますのは冗すな慧質
　は意謬不執繭てする性な張゜く期を
　蟻しま合ら叉はか必質ら弱同てに弧
　獄なれ理なはなら要はなの一は於健
　をくばない蛾ら選が原い差品なてに　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　冷て本取やをぬ蛾あ慧　 を種ら．はし
　藏は來扱う冷こをりの此生のぬ一く
　すな張ひに藏、と験ま張原すも課暦且
　るら舷を注すでぬす躬鑓るので軟つ
　場ぬのし意るあて゜ののこであ化綜
　・食も懲なしカミリ行そ程彊とあり病輩
　さの種いな3ζまふれ度弱にりまが綜
層うでがやけはすのかをはなます多量　云　あ　後　う　れ　磯　　゜が　ら　示　大　IP　し　゜　量　の

　ふり1天にぱ蛾そ宜又す艘まて　 に優
　場ま的注な促れい蛾一作すも　嚢秀　　　　　　　　　　　　o　　N　合すに意ら進かののっっ　　慧　 ・生の

　1に゜弱しぬをらで婁のた鐡種　 しも

　共殊くなも施叉あ勢象繭種の　 まの
　冷になけのす掃りに徴の製善　すを
　藏越るれで必立ま依で良遭悪　 か選
　法年もぱあ要口すりあ否用叉　 ら揮
　　　　　　　　o　　　　　　b　　　　　　　　へ　にののなりのの　 まり減のは　 此し
　飲夏でらまあ違此しま獄原其　 時な
　陥秋あぬするつ等てす歩獄貯　 期け
　が蟹り　゜°場ての或か合は藏　　にれ
　　　　　　　　　　　　　も　あのま叉3ζ合居黙程らか強保　飼ば
　り難す慧入にるは度獄ら健護　 育な
　ま種か種工はも鷲迄種之な催　 夕ら

　すをらの卿努の種の製を嚢青　 るぬ
．と冷此貯化めか製健造知育等　 品課
非藏等藏法てら造康用るをの　 種で

一一一・ Qモ9－一



闇集演講畢科綜潔

索そ瀞文ゐと蒙競でてか　 す・すの常
肥うり其と桑るすあはら次゜るでに
料しま1反かのこ謬ゆ色iHiに5此上あ此
稔蔑z弩雲讐家霧季，ll5讐謬舞纂墨整

用熱桑商のの大りが食は葉無てす病を　し　の　温　や　悪　き　ま　簾物　直　の　理　便　゜　に

す・た葉でう化いすにを接性を利近封
る桑の早なとも゜於配・に質す．に來す
との摘越もにの桑て合璽で、る：な色る
云葉探のの依でのは・し兜あ擾・っk抵
ふを圏は持がつあ葉奨てのり會て．o抗
こ求興で長πのの事辮焚まに來生力と噛め　熟Lあ　く　一　ま　性　が　：り　育す　於　ま　、理　を

のな度り績暦し・・「va「一なま並゜てし；ptij1・減
なけにまき養環越いすに・申其、た酌す・
いれ注すま慧殊共のか健す生，が方る
やば意ξす家に．品で」ら慶迄理ぞ面事
うなし飼とを天種あコ忙も1をれの、に
にりて育｝鷲苦候瓶り方非，な寄だ研な
しま行困のめの1増慶の1常く．しけ究り
な　せ　ふ難　飼　る　不　の　す食　に桑　激　取　が　ま

けぬこの育軸順方か物影の，い扱積す
れ゜と外に・」　1　，，な海らの響藁様上まか
ば．随がに困をる栽・此映す，はに無1れち
なつ大爾難生場桑桑陥べ獄T卜理ま縣
ら　て　切　桑　で　す　合怯・の　を　き　兇　分　を’し　に

ぬ「肥でのある・にの陶他もに注すて注
の料あ硬り、のに如係方の封意る翻意
で要り化文で其何とのですし機種し
あ素ま萎桑あ不等云食あるな會をな
りのす凋のり順のふ物り・唯けが取け
ま配゜の成まに外・もにま一れaるれ
す合健や熟すよにの依すのばく上ばQ　，1“c全うも゜る爾はつ゜飼ななにな
從もなな十帥鎧天非て吾料りっ交ら
來注磯悪分ちの候常補kでまた獄ぬ
桑意育いで雨飼のにひ人あせの極性
のしを影な天育影重得間りんでを質葉’くし響いで噛困響きるにま　゜有卿の
を窒てが゜・あ難ををの於す　ま化も’

一250＿．＿



義要の防豫病化軟の翻

　飼まのあ最は合るは滴ミ・るりす倣戯　育　　し　不　　り　も　大　妬　場　乾　・あ　i次　、と　ま　　゜　i良　　る

　法竃倉ま關に多食きのにカミ1しそ1〈．べ
　で色理す係注い又過ま飼Rて，れなく　あkと　゜の意のは，ぎす育：は庇かい早
　りの去そあしで漁て゜鞍雅がゐ結く
　ま飼ふれるなあ氣居例の翻輿，叉果伸　し　育　こ　か　も　く　’り　の　る　へ　こ　専の　、近　牝　長

　頂様とらのてま多陽ばと用葉年なせ　之　式　か　澱　で　は　す　過　合　濡　に　の　の　夏　ψ　も

　、にがら兇あな゜ぎ忙病就桑性秋まあ
　トは考生がりち叉『る多とて欄質獄す．る
　鍍　ノ案　す　讐　ま　，ぬ　’・ue　場　い　云　珀　　を　を　飼　か　凋

　病さる養すも養合のふ上設一一「育ら泊勺　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 も

　豫れの不かの不殊でのげけ暦の此で
　防る港良夜で良にあはまる悪盛窒窒
　上やあに・此あの・高り概すとくん素i紫
　かうり陥等り場’湘ま’し゜云しば肥肥
　らにまるのま合ですて此ふてな料冒料
’　はなすのもすに多゜多病こ居るをを
　面り゜倣の’°も、濃i然・灘氣とりに1偏多
　白ま近霊・N氣多の：しののかま遮掬く
　くし來と調象く場概場誘甚すれす用　な　7a　維　し　節　要　焚　資　し　合囲　だ　　゜　環　る　ゐ

　いけ・濟てtc素生高て忙の睾之兎とて
　竜れ育翔’はのす温言多「中，まに角量居
　のどをゐ常中るでぴいに’し調㌧桑ふ1）
　・が’9．行る，にで脇乾まのはい；しのこま
　あ其は桑牲濫の萱すで病こて’藥とし
　’り多むの意度で過、とあ氣とはを．はた
　まくと悪しとあ磐証りので夏濫揃が
　す　の　す　い　な　漁　り　て　軟　’ま　種　あ　秋　課　樹　ざ

　゜もるとく度ま居牝す類り獄すくれ
　、此のこ量てとする病゜にま・導るな憶
　粗　は　と　ふ　は　は　か　場　、は　骨　依　す　翔　と　い　桑

　殻粗がとな慧ら含躍れつ゜の云tの
　的放動とら兇ll・Eざきどて　 桑ふと減
　飼に機とぬ1の等う過も違　 園弊で撚
　育過と紹も健、の云，ぎ鋸．Si、　を1害あの
　e．ぎな桑の康黙ふて需も　　設がり爲
　そ允il）法で忙に場居病の　1けあまに

一…… Q5置一



集演講學科料i獄

品と又で生べ、大　 ででて鎧るくをれ
種な飼あにてな要ああ多兇こし歓か
をる育り最其るすりりくのとまきら
選こ法まも磯關る，まま磯各はしま追
びとのす大病係にすす生齢勿てし掃まも拙　゜なのを鎧゜かすに論膏てと
しあ劣例る誘持児然らる亘のに違稔
　　　　　　　　　もてるとへ關因つのし其傾つこ慧作し1

而べ云ば係とて消其褒向てと座すて　　　ロもきふ獄をな焚食獲生が獲でをる閥
其でこ種持る生管生のあ生あ清一断
健あとのつもす内の多りしり潔つな
全りが不てのるに多いま急まにのく
なま其健．居でも於い時す性す保原多
鷲す主全るあのけ時期け叉゜つ因量
種゜ながかりでる期にれは此てをの
かそる共とまあ細に於ど亜病蒸域鎧
られこ焚云す1菌はても急i氣熱す兇
掃でと病ふ　゜まの一健璽性のをもを
1立此にのこさす繁暦康すの爽雌の掃
質病な主とうか殖其にるも生さと立
之氣りなはし鰹を飼注にのすな考て　　も　　　　　　 N　　　　　　　1

にを或る是て鍾主育意其峡るbへ転
合豫は誘は其見因法す磯四時やら飼
理防叉因場中のとにる病齢期うれ育
曲す天とv№ﾌ健す注こは以嫉にます
鶏乏塔肇俵器塵巖享麸贅舞響慧z歪・

育就不こつな關化ぺけのにて9尚と
浩て順とてる係病きで健五慢叉飼嫡
をは桑も大種あははは康齢性換育畢施競のあに類る謙勿丘ε状盛叉氣中覚
しる葉り違の．要児論病態食は探は飼
亘べのまふ要素ので氣に期慢光成育
常　く　性　せ　べ　索　の　健’あ　を　關　か　性nに　る　上

忙’張質うきが不康り防係らにもべの
良批なし性此良歌まぐが熟近十く周　　　でいなどそ質病歌態すのあ期い分除到
桑るがれの氣態に　゜はるにも注沙な
を鷲IHかものは最　 困も懸の意を注
適の主らの畿総も　難のけはす多意
　　　　　　　　　　　　＿25Z　・一一



義要の防豫病化軟の翻

に　　 な性所をはりし菌いま　 病當
現次　 いのに消其アめの筈し次かに
れに　の翻存毒分をる有でてにら與　　　　　　　　　　　　サる細　で病在し布除も害あそ漕…冤へ
こ菌　あにすてが去ののりれ憲れる
と毒　 り封るは極すで程まにに得等
の．素　ます病之めるあ度す依關べ要
あに　する菌をてこりはけっしきす
る依　 ゜消に根廣とまバれてて性る
バる　　斑謝絶くはすクど襲申質に
ク中二　法しすあ飼かテ翫病上の翻
テ毒　　にてるり育らり或のげも晃
り症細　準嗅こま上鷲ア誘如まのを
アの菌　じ努とし安窒の因何すでしの豫憲　 てめぱて全獄種にが゜あて
中防嚢　宜て不翠の具類依定此り健
に法に　い殺可に策をにつま病ま盃
はをよ　の滅能病と湘依てる氣すな
灘．おる　ですで翻書遜つ爽のは゜螢
兇話中　あるあ燈はして病で鼠　青
にし毒　 り方り内な叉違すあ児　 を

封ま症　まがま及け本ひるりの　逮
しす　　し宜す．びれ病ま場ま健　げて゜ @　てい゜窟ば翻し合す康　 し

　　　　つ強凱　　之のけ室なをて及がと　め度va　 がでれ翻り適或ぴ翻否　れ
の述　　爲あど具まF當種嚢がと　ば
穣べ　　めりもなせに類病本に　病
索ま　のま成どぬ威の後當最原をし　　特するに゜理バににも　 細

塵た　別゜べ存但しク於健大菌
出や　　 の其く在してテけ全な　 の

すう　・漕消鷲す此有りるでるk護
るに…　　竃『藤兜る種害アバあ關　 育

も軟　　法法にバ類度はクれ係　繁
の化　　 とは接クのの傳テばを　 殖

が病　　 云一近テバ多染リ共持　 を

あ翻　　 ふ般しリクきをア磯つ　 防

りの　　もの易アテバ多の病て　 ぎ

窒艦　　の傳いのリクか病は居　爽
㌔内　　 は染場みアテら順なり　獲
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彙償講學・科継懲

液こ易k’て素な’の’あいれ申此の慧此
でとなのt2，がい所Lる病まや種iで兇毒
汚。はこ實野黛かはと原す水類あの素
i染まと験外膿も疑云をOののり淘に
す　だ　で　窒昆　に　知　聞　ふ　成　叉　中　パ　ま　食　依，

る不あに贔接れで風す此なクす管る
や明り於の近まあvae種どテ，°困中
うでまて駆しせり言と類にリ帥に毒
なあす培除てぬま「っもの存アち於症
場りけ養桑來゜すであバ在が此け、越
合まれし葉る若が居らクレ翻場・る翻
　　　　　　　カにすどたのとし漕りうテて髄合細兇は゜も卒選云盤しまとり居内に菌の
其け此倒揮ふ晃果す思アる，にはの健
卵れ種菌な場にしけひがこ・現直繁as．p
面ど’類のど合封てれま病とれ接殖にj
に庵，の憲ににし「さどす獄が1る闇を．は、
に此中素も嘆てう戦゜のあ場接、主me
此種竃を注此野曇ま岩髄る合にmp．．、常
毒類痙以意病外ふだ淵内鮎藪バ・と，關
素のがてし氣のこ正、教にかはクす係、
がバ自慧なの昆と確授現ら比学る、な．
附ク然児け．豫爵がなはれ考較リ軟く
着デのにれ防やあ試卒るへ的ア化嚢
すリ歌中ぱは桑れ験倒こま砂の病病
るア態毒な甚のば成菌とすい毒の、す
　　　　　　　ぬのので症らだ葉此績がかとや素豫る
　　　　　　　　　　　ヤで寄どをぬ困な憲を桑ら其うの防．も
あ生れ起と難ど素提の考分で食法の
りに位さとにかの供葉へ布あ下とで
ま依起せになら中しにまはりをCt．，あ
しるるるなり此毒てもすかま防其り
で病もとるま種症居寄ζなすげ趣ま
其蛾の云課すのをり生他りけばをす
卵がでふで゜バ趙ま繁の廣れ宜異か
の共あζあ此クすせ殖昆いどいにら
中塵るとり方テこぬす轟もものし麺
か卵かはま面りとかるのの往でてに
らをと甚すにアはらも或とkあ居蓮焚其云だ゜勤の勘虞のも思察るるぺ
生艘ふ容我し憲く備でのは菊゜もた
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義嬰の防豫病化軟の畿　　　　　　　　　　　……’

に　し　此　で　程　て　す　於　あ　來　く　す　　’　「め　す

病な必嚢度努べけりな嚢ぺ…爽　’なる
蛾け「要病のめきるまい生きに　 い蟻
とれはを傷てで病す性す必敗　 や翻
接ぱ蛾見が慧あ原か質る要血　 うを
鰯なのる存にり菌6のもが癒　に申
をり場こ在傷まと慧ものあの　豫毒
響書倉象を孟％書羅雲££誘薩婁
凄発馨曹骨姦警讐盤勇茎1登＝翠鴬
か’；’f（’一まなV・敗II生生゜す既就一 ﾗうVに暦1いや血質じそかにて敗きな
で蛾大　場う症のたれ6述申血もこ
なので「そ合ににも所か鎧べ上症のと
し時あれに注はののら見まげ　では
簾岱墓毒撃童管霧蕎羨露差享脅脅
蛾は需康覧な傳りは血康やo　ま得
は敗　な爾け染ま其性なう敗　する
病血そ鑓獄れのす生細るに血　 。こ
蒔症れとのば現゜ ?ﾛが翻症　　と
のをで病身な象此力の故のを　　で
傅最本慧膿らが病を病を敗豫　　 あ

播も病とのぬあ氣失原以血防　　　り
を多欝1の表のりをは性て症す　　 ま

援くは接面でま豫なは共はる　　す
け起成鯛はあす防い慧嚢灘に　　か
譲島ゑ坐監＄質玄讐鑑禁線暴　轟
舞ig葦蓮結1警涯癒覆皇壁匠　撃
ののくけ菌3ζ取更の蛾れ否次　　 し

焚で健なの我扱に蝸のるとの　　て
生あ康けme々法次及三とにや　　産
をりなれ内のにのび時云はう　　卵
多ま獄ぱ侵氣注諸蛾代ふ通な　　 を

かすかな入附意轍のにご常鮎　　 汚

2奮券髪轟薄茎窪鷺蓋ik礫窪　餐
め蕾離鴇しるし意にv6N出な意1．1、
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集演講學科懸鐡

あらとり艶ぱをそあび細代かのぞる
り之でま鷲な許、れり入菌にら表れも
まをあ1がらすはまれの於焚面かの
需殺り　あぬも努すま爲け蛾にらで
　菌ま之るののめ゜しにるす敗蛾あ
私す1はとででて又｛嚢病る血のり
のる　自すああ遜牧そ病慧場症時ま
講と尚然れりりけ繭れしと合で代す
演云此の嘆ままなのがたのにeeにカ、
はふ敗歌そ1すけ折嚢所接其れはら
eこ血態れ　かれに蛾のma病た嚢必
れ糞性でを此ら1ぱeeの病を菌所蛾要，
でがの極指實癒な慧際潔もののの以・絡　必　バ　め　頭験菌　り　の　に　と　考膿敗際上｝

り要クてにはのま艦身同へ内血にに
まにテ起取極附せ液膿居に侵性敗長
需なりりっめ着ぬをのし概入の血く1
　リア易ててし゜以表てかを細症雌
　まはい他容て蛾て面其な許菌にと
　1「weの易居の繭にのけレを感同
　　にと健くる時を附病れて含染居
　帥劃で康出手代汚け菌ぱ遼有すせ
　ちしあな來指に染てをなにするし
　病てり蛾るではす震受ら嚢る場め
　翼略まのも健殆る病けぬ病麗合な
　簸kす翅の康どとをてもを窟がい
　蓋警／i義霧羅藩至暑号雲易竈斐雪

　具な大めりをのeとまあの液にに
　等病にtalま掴全と云すりでが多す
　は原注共しむ面はふとまあ着いる
　漕性意爲頂こか非や臆すりいのの
　竃をしに若とら常うて゜まてでが
　す持な爽しも本になぞ趨す居あ宜
　るっく病敗固病危結れ兇゜りりい
　方ててす血く菌瞼果を時之ままの
　が居はる症’禁のでに繭代にすすで
　宜りなやでじ艦あなのにはと　゜あ
　いまらう倒な内りる中敗慧翼帥り
　のすぬにれけ侵まのに血兇部ちま
　でかこなたれ入1で運性時分繭1

　　　　　　　　　　　　『－256＿




